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タ
イ
ト
ル『
汐
製

菓
会

社
の
新

作

7
1

 

キ
ャ
ラ
メ
ル6

』 

 

登

場

人

物 

•
 

汐

（3
0

代

） 

汐

製

菓

会

社

社

長

。
楽

観

的

で
常

に
新

し

い
ア
イ
デ
ア
を
求

め
、
奇

抜

な
発

想

で
菓

子

を
生

み
出

す
。
笑

顔

が
絶

え
な
い
性

格

。 

•
 

塩

田

（3
0

代

） 

汐

の
秘

書

。
真

面

目

で
心

配

性

。
社

長

の
ア

イ
デ
ア
に
振

り
回

さ
れ
つ
つ
も
、
彼

の
情

熱

を

尊

重

し
、
支

え
続

け
る
。
実

は
菓

子

が
大

好

き
。 

 

第

一
幕

：
ア
イ
デ
ア
の
誕

生 

シ
ー
ン1

：
汐

の
オ
フ
ィ
ス 



 

2 

 

（
汐

の
オ
フ
ィ
ス
。
色

と
り
ど
り
の
菓

子

の
サ
ン
プ
ル

が
置

か
れ
て
い
る
。
汐

は
デ
ス
ク
で
何

か
を
メ
モ
し
て

い
る
。
塩

田

が
仕

事

を
し
て
い
る
） 

汐

：「

（
興

奮

気

味

に
）
塩

田

く
ん
！

つ
い
に
新

作

が

決

ま
っ
た
ぞ
！

」 

塩

田

：「

ま
た
新

作

で
す
か
？

今

度

は
何

で
す
か
、

社

長

？

」 

汐

：「
『

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
味

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
』

だ
！

」 

塩

田

：「

（
驚

き
）
オ
ム
レ
ツ
味

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
？

そ

れ
、
ほ
ん
と
に
い
け
る
と
思

い
ま
す
か
？

」 

汐

：「

も
ち
ろ
ん
！

甘

さ
と
塩

気

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
新

し
い
時

代

を
作

る
ん
だ
！

」 

塩

田

：「

（
た
め
息

）…
…

ま
あ
、
ま
た
奇

抜

な
ア
イ

デ
ア
で
す
ね…

…

」 



 

3 

 

汐

：「

さ
あ
、
試

作

し
よ
う
！

キ
ッ
チ
ン
に
行

く

ぞ
！

」 
（
汐

が
元

気

よ
く
立

ち
上

が
り
、
塩

田

を
引

き
連

れ

て
キ
ッ
チ
ン
へ
向

か
う
） 

 

シ
ー
ン2

：
試

作

の
キ
ッ
チ
ン 

（
キ
ッ
チ
ン
。
汐

が
材

料

を
準

備

し
、
張

り
切

っ
て
作

業

を
開

始

す
る
） 

汐

：「

ま
ず
は
卵

を
溶

き
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
切

る
。
こ

れ
が
大

事

だ
！

」 

塩

田

：「

（
心

配

そ
う
に
）
本

当

に
オ
ム
レ
ツ
を
キ
ャ

ラ
メ
ル
に
入

れ
る
ん
で
す
か
？

キ
ャ
ラ
メ
ル
は
甘

い
も

の
で
す
よ
ね
？

」 

汐

：「

そ
こ
が
面

白

い
と
こ
ろ
だ
よ
！

卵

の
ま
ろ
や
か

さ
が
キ
ャ
ラ
メ
ル
と
ど
う
絡

む
の
か…

…

（
夢

中

で
作

業

）
」 



 

4 

 

塩

田

：「

（
不

安

そ
う
に
見

守

る
）
社

長

、
過

去

の

試

作

品

も
イ
マ
イ
チ
で
し
た
よ…

…

」 
汐

：「

今

回

は
違

う
！

ほ
ら
、
出

来

た
ぞ
！

」 

（
汐

が
試

作

品

を
取

り
出

し
、
試

食

を
促

す
） 

汐

：「

さ
あ
、
食

べ
て
み
て
！

」 

塩

田

：「

（
一

口

食

べ
る
）…

…
う
ー
ん
、
こ
れ
は

…
…

甘

い
の
か
し
ょ
っ
ぱ
い
の
か
、
全

然

わ
か
ら
な
い

…
…

」 

汐

：「

そ
れ
こ
そ
が
魅

力

な
ん
だ
！

新

し
い
食

体

験

だ
よ
！

」 

塩

田

：「

（
苦

笑

い
）
確

か
に
、
記

憶

に
残

る
か
も

…
…

」 

 

第

二
幕

：
国

内
市
場
で
の
挑
戦 

シ
ー
ン3

：
街

頭

試

食

イ
ベ
ン
ト 



 

5 

 

（
繁

華

街

。
汐

と
塩

田

が
屋

台

を
設

置

し
、
通

行

人

に
試

食

を
勧

め
て
い
る
） 

汐

：「

新

作

キ
ャ
ラ
メ
ル
、
い
か
が
で
す
か
！

ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
味

で
す
！

」 

（
通

行

人

た
ち
が
戸

惑

い
な
が
ら
近

づ
く
） 

通

行

人

1

：「

キ
ャ
ラ
メ
ル
に
オ
ム
レ
ツ
？

そ
れ
、
ど
う

い
う
こ
と
？

」 

通

行

人

2

：「

試

し
て
み
た
い
け
ど…

…

（
一

口

食

べ

る
）…

…

こ
れ
は…

…

」 

通

行

人

1

：「

甘

い
け
ど
、
卵

の
味

も
す
る
！

？

」 

汐

：「

そ
う
！

甘

さ
と
塩

気

の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

だ
！

」 

（
他

の
通

行

人

も
興

味

を
示

し
、
試

食

す
る
） 

通

行

人

3

：「

な
ん
か
ク
セ
に
な
る
味

だ…
…

で
も
、

毎

日

食

べ
る
か
は
微

妙

か
も
？

」 
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塩

田

：「

（
小

声

で
）
社

長

、
反

応

は
ど
う
で
す
か

…
…

？

」 
汐

：「

心

配

す
る
な
！

次

は
も
っ
と
人

を
集

め
る

ぞ
！

」 

（
汐

が
大

声

で
呼

び
か
け
る
） 

汐

：「

さ
あ
、
皆

さ
ん
！

新

し
い
体

験

を
し
て
み
ま
せ

ん
か
！

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
オ
ム
レ
ツ
味

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
で

す
！

」 

 

シ
ー
ン4

：
地

方

で
の
試

食

会 

（
地

方

の
商

店

街

。
汐

と
塩

田

が
再

び
屋

台

を
出

し
、
地

元

の
人

々
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
試

食

さ
せ
る
） 

汐

：「

ど
う
で
す
か
！

新

作

キ
ャ
ラ
メ
ル
、
ス
パ
ニ
ッ
シ

ュ
オ
ム
レ
ツ
味

で
す
！

」 
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お
ば
あ
ち
ゃ
ん
：「

オ
ム
レ
ツ
の
味

？

そ
り
ゃ
変

わ
っ
た

も
ん
じ
ゃ
の
う…

…

（
一

口

）…
…

お
や
、
ほ
ん
と
に

卵

の
味

だ
わ…

…

」 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
：「

な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
！

甘

い
け
ど
、
し

ょ
っ
ぱ
く
て…

…

何

だ
か
よ
く
わ
か
ら
ん
の
う…

…

」 

若

者

1

：「

ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
て
て
面

白

い
け
ど
、
ま
た

食

べ
た
い
か
っ
て
言

わ
れ
る
と…

…
」 

若

者

2

：「

な
ん
か
イ
ン
ス
タ
映

え
は
し
そ
う
だ
け

ど
、
味

は…
…

微

妙

？

」 

塩

田

：「

（
心

の
声

）
こ
れ
、
ど
こ
行

っ
て
も
同

じ
反

応

だ
な…

…

」 

汐

：「

ふ
っ
ふ
っ
ふ
、
安

心

し
ろ
！

次

は
海

外

市

場

だ
！

」 

 

第

三
幕

：
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開 

シ
ー
ン5

：
海

外

バ
イ
ヤ
ー
と
の
ビ
デ
オ
会

議 
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（
オ
フ
ィ
ス
で
、
汐

と
塩

田

が
パ
ソ
コ
ン
の
前

に
座

り
、

海

外

の
バ
イ
ヤ
ー
と
ビ
デ
オ
会

議

を
行

う
） 

バ
イ
ヤ
ー1
：「

こ
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
、
オ
ム
レ
ツ
の
味

が
す

る
っ
て
本

当

で
す
か
？

」 

汐

：「

そ
の
通

り
！

新

し
い
味

覚

体

験

を
お
約

束

し

ま
す
！

」 

バ
イ
ヤ
ー2

：「

キ
ャ
ラ
メ
ル
と
卵

っ
て
、
な
か
な
か
想

像

で
き
な
い
組

み
合

わ
せ
で
す
ね…

…

」 

汐

：「

そ
れ
が
こ
の
商

品

の
売

り
で
す
！

味

の
概

念

を
覆

す
、
驚

き
の
キ
ャ
ラ
メ
ル
！

」 

（
バ
イ
ヤ
ー
た
ち
は
困

惑

し
な
が
ら
も
興

味

を
持

っ

て
い
る
） 

バ
イ
ヤ
ー1

：「…
…

ま
あ
、
試

し
て
み
ま
す
が…

…

（
一

口

）…
…

う
ー
ん
、
こ
れ
は…

…

面

白

い
で
す

ね
」 
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バ
イ
ヤ
ー2

：「

確

か
に
ユ
ニ
ー
ク
で
す
が
、
ど
の
市

場

で
受

け
入

れ
ら
れ
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
ね…

…

」 
塩

田

：「

（
小

声

で
）
特

定

の
市

場

っ
て
、
ど
こ
で
す

か…
…

？

」 

汐

：「

大

丈

夫

だ
、
必

ず
受

け
入

れ
ら
れ
る
さ
！

次

は
直

接

海

外

に
乗

り
込

む
！

」 

 

シ
ー
ン6

：
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
食

品

展

示

会 

（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大

規

模

な
食

品

展

示

会

。
汐

と
塩

田

が
ブ
ー
ス
を
設

置

し
、
キ
ャ
ラ
メ
ル
を
試

食

さ
せ
て

い
る
） 

外

国

人

1

：「

キ
ャ
ラ
メ
ル
に
オ
ム
レ
ツ
の
味

？

信

じ

ら
れ
な
い
け
ど
、
ち
ょ
っ
と
興

味

が
あ
る
な…

…

」 

外

国

人

2

：「

不

思

議

な
組

み
合

わ
せ
だ
け
ど
、
挑

戦

し
て
み
よ
う
（
試

食

）…
…

お
お
、
こ
れ
は
意

外

と

ク
セ
に
な
る
か
も
！

」 
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外

国

人

3

：「

こ
れ
、
好

き
嫌

い
が
分

か
れ
そ
う
だ
け

ど
、
確

か
に
記

憶

に
は
残

る
ね
」 

塩

田

：「

（
心

の
声

）…
…

少

し
ず
つ
好

意

的

な
反

応

が
出

て
き
た…

…

？

」 

汐

：「

よ
し
、
こ
れ
で
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開

が
見

え
て
き

た
ぞ
！

」 

 

第

四
幕

：
次
な
る
挑

戦 

シ
ー
ン7

：
オ
フ
ィ
ス
に
戻

る 

（
汐

の
オ
フ
ィ
ス
。
試

食

会

や
展

示

会

を
経

て
、
戻

っ

て
き
た
汐

と
塩

田

） 

塩

田

：「

結

果

的

に
ど
う
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う

…
…

？

」 

汐

：「

ま
あ
、
挑

戦

は
常

に
成

功

す
る
わ
け
じ
ゃ
な

い
。
で
も
こ
の
経

験

が
次

に
繋

が
る
ん
だ
！

」 
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塩

田

：「

次

の
ア
イ
デ
ア…

…

？

」 

汐

：「

今

度

は
『

ラ
ー
メ
ン
味

の
キ
ャ
ラ
メ
ル
』
だ
！

」 

塩

田

：「

（
驚

愕

）
ま
た
無

謀

な
こ
と
を
！

今

度

は

逆

に
受

け
入

れ
ら
れ
る
ん
で
す
か
！

？

」 

汐

：「

面

白

き
こ
と
も
無

き
世

を
面

白

く
！

や
っ
て

み
る
価

値

は
あ
る
さ
！

」 

（
塩

田

は
頭

を
抱

え
な
が
ら
、
汐

の
情

熱

に
触

発

さ

れ
る
） 

塩

田

：「

（
微

笑

む
）
ま
あ
、
ま
た
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う

か
。
次

は
成

功

し
ま
す
よ
う
に…

…

」 

 

終

幕 

（
明

る
い
音

楽

が
流

れ
、
汐

と
塩

田

が
新

た
な

試

作

に
取

り
組

む
姿

を
映

し
出

し
な
が
ら
、

幕

が
下

り
る 


